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論 文 内 容 の 要 旨
〈は じ め に〉
江南から北京までの 「大運河」が成立 したのは元代であったが、大運河成立の意義 は、国都を北
にもっ王朝が豊かな南方の富を確保するために、南北間を通ずる水路を掘削したという点にのみあっ
たわけではない。各々孤立 して東流する長江 ・准河 ・黄河 といった水系を連結 し、船隻の相互乗 り
入れを可能にすることによって、中国東半部に広範な水運網を成立させたことにもあった。 このよ
うな水運網の成立が、その後の中国社会における物資 ・商品の流通に大きく寄与 して きたことは明
らかである。
明清時代の中国社会にあっては、商品生産が活発に展開 しっつあり、生産される各種商品は、広
くは中国全域に流通す ることを前提 としていた。 このような商品流通の展開を背景とし、大運河や
長江等の主要商品流通経路 に沿い、流通過程にある商品と運搬手段である船隻 とを対象と して、




める一般商貨を対象とする徴課を担当 していたから、当時の商品流通に深 く関与 し、大きな影響を
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与えていたのは戸関であった。なお、戸関といっても、課税対象 ・税率、及び徴税方法等について














貨幣鋳造、関税負担 と流通操作といった関制全般にかかわる諸問題を考察 した。第2部 「主要流通
経路ρ諸関と商品流通」 にあっては、大運河及び潅河 ・長江に設置されていた諸関を取 り上げ、各
関の制度的考察を行 うとともに、その機能状況を通 して、江南を中心 とする長江下流地域の、南北
間 ・東西間の商品流通状況を考察 した。







〈本 論 内 容〉
本論第1部 「清代常関制度 の諸 問題」
第1章 「国家財政と関税収入」
清朝中期の財政文書によると、歳入の主要部分を占める 「地丁」 は各省の経営に殆ど消費されて










第2章 は、雍正年間に関税収入の倍増を実現 した改正を、第3章 は、それに至った政治的背景を、
第4章 は、当時の官界にあって、下は州県の 「耗羨」に発 し、上 は諸王に至る裏金の流れである
「醜送」の実態を考察 した ものである。即ち、以上の3章 は相互に関連する考察であるので、以下
に一括 して述べたい。
雍正年間に関税収入を倍増 した繍鯨銀の成立は、国庫に納入 される正額を超過 し、従来私得され

















を組んだ特権的な商人 と官僚が、受けた原資の一部を 「節約」 して、「節省銀両」 なる反対給付を
帝室に上納することを申し出ている。時価より低い公定の銅価銀両から節省銀両を弾き出すことは、





















本論第2部 「主要流通経路 の諸関 と商品流通」
第1章 「潜駆関 と商品流通」
蘇州近郊の濤壁関は、四通八達す る各水路を抑えそ脱漏税を防止するために、多 くの分関分口を
持 っていた。該関の管轄は相当に広い範囲に及び、関が流通経路を 「点」ではな く、「面」 として
管轄 していたことを示す。 この結果、「関内」といわれる関の管轄範囲内における商品流通に関 し
ては、「過関納税」の原則が不明確と嫁り、常に不法な棍徒が脱税と称 して商民か ら苛酷な収奪を
行 うといった弊害を生 じていた。当時蘇州を中心 とする一体は、木棉や絹の主要な生産地であり、
原料 ・半製品 ・製品の形で日常的に流通 していたから、関内流通過程における不法棍徒の収奪 は、
蘇州地方の商品生産にとって、大きな阻害要因となっていたのである。
関の人的構成としては、第1に 関差があるが、前述の関差制の変遷と関差の特性とは、本章で確











1許駆関の税率か らいえば、蘇州に販運される米穀の量は年間およそ400万 石に達 していた。
第2章 「准安関と商品流通」
大運河中央部に位置 し、潅河 ・黄河 ・大運河 という三大水路を拒 していたのが准安関である。該
関の課税対象の商品に限れば、大運河に関する 「南から北への商品 ・物資の流れが主体」 という一
般的 ・常識的理解とは反対に、南下の流れが圧倒的に大 きかった。税収の半ば以上を支えていたの
は、主に江蘇 ・漸江等の地方 に販運される河南 ・山東産の600万 石にも達する豆貨であったが、 こ
れを担当 したのは、主に南帰の 「回空漕船」 と見 られる。それは回空漕船積載の商品が、一般船隻
の場合より税率の上で相当に優遇されていたからである。一方、北上 していた江南産の商品は、免
税扱いの 「漕船土宜」として販運 されていたと思われ、漕糧を含めた物資 ・商品の北上 と、豆貨等
の商品の南下という2っ の流れは、ほぼ拮抗 していたと考えられる。また、大運河南下の豆貨には
長江を下る湖広地方の豆貨が加わり、蘇州に販運された豆貨は米 とほぼ同量の約400万 石 に達 して
いた。
第3章 「北新関と商品流通」
大運河は杭州府城の北 に終わり、府城の南の銭塘江とは直結 していなか った。府城を挟んで小水
路が両水路を連結していたのである。銭塘江は、海に直達することが困難な特性を有 しており、安





の際には苛酷な公私の収奪が加え られ、商民はこれに対抗す るために、 日常的に種々の脱 ・漏税行
為を行なっていた。 しか し、関の収奪を完全に回避するためには、大 きく関管轄の地域を迂回する
必要があり、 このため相当に運送経費を要する陸運主体の2本 の迂回路が成立 していた。 しかし、
関税収入確保のため、権力が発動されてこの迂回路 は閉鎖された。本来、経済原則に支配 さるべき


















諸相を窺知 した。当時、上海か ら銭塘江岸まで敷設されていた鉄道は、旅客輸送については大 きな
影響を与えていた。 しかし貨物輸送については、在来の水運主体の流通体系が依然健在であり、競
合 というよりは相互補完の関係があり、大運河の水運業 も鉄道によって逆に活況を呈 していた。大
運河岸までは支線が設けられ、銭塘江を下ってきた商品は、河港の駅から鉄道に乗って大運河まで
運ばれ、再び水運 によって北上す るといった状況があったか らである。杭州市にはい くつかの鉄道
の駅があったが、該水系の商品を扱 っていたのは主に河港に設けられた2っ の駅であった。 この駅
の貨物出入状況によって、当時の商品流通の大体を知 り得るが、該水系によってもたらされた商品
は、茶 ・紙等の伝統的産物や各種農産品が主体であり、基本的には清代の様相と大 きな質的な変化
はなかった。一方 この地域 に上海からも#ら された商品は、紙巻き煙草と灯火用石油が主体を占め、
生活様式に大きな変化が生 じていたことを示 している。河港駅の貨物の出入から見ると、この地域
と上海との関係に関する限り、「出」より 「入」の方が圧倒的に多 く、 この地域が発展する上海経
済圏の中に組み込まれ、その食料 ・原料の供給地となる一方で、その商品市場の役割を果たしてい








察 した。清朝は国初約40年 間は、厳 しい海禁政策をとり、海禁解除後 も船隻の構造 ・規模 ・商品の
種類等々にっき、種々の厳 しい制約を設けていた。 このような制約のもとでも、海運業は発展の勢
いにあり、その主体は福建船 ・福建商人が担 っていた。また、海商資本は危険負担を分散するため
に、一種の合資制である 「合股制」が一般的であり、「出海」なる管貨人 ・上乗人 に加えて、 さら










え られる。過関の負担は流通 コス トを押 し上げるが、それは可能な限 り価格の上に転嫁されたはず
である。 この点では、関制による負担が、物価上昇要因の1っ となったことは疑 いないところであ
る。さらに、価格の上昇や関による流通阻害は、消費や需要の拡大にとってはマイナス要因でしか





実現された。国家 ・地方の公的事業に参画 ・関与 し、官物の調達や運送を担当する 「官商」もしく
はそれに近い立場を得るとか、帝室や中央 ・地方の高官と結託 して、その権威を利用するといった
方法が、過関負担回避のために専 ら用いられていたのである。例えば、乾隆中期 にあっては、北京
向けの湖広 ・江西地方の商品は、専 ら関税免除の漕船土宜として大運河を北上 しており、北京の需
要に応えるために、 これらの土宜が途中で消費されることを極力抑える措置がとられている事実が
ある。 このことは、北上商品の中では、土宜形態によるものが重要な比重を占め、一般商人による











































の新知見を明 らかにした。第2章 では大運河の中央部 に位置した濫安関を扱い、南下の貨物が圧倒
的に多 く、税収の半ば以上をあげたのは、主に江蘇 ・漸江方面 に販運 される河南 ・山東産の豆貨で
あったこと、北上する貨物は漕糧を含めて、漕船土宜の名目で免税扱いであった事実を指摘 してい
る。第3章 は大運河の終点である杭州に設けられた北新関を対象 とし、 その制度的 ・機能的考察が
試みられるとともに、苛酷な公私の収奪を避 けるため、商民は該関の管轄区域を迂回する2本 のルー
トを開拓 していたこと、 しか しこのルー トは関税収入確保のため、権力の発動によって閉鎖された
こと、当関の税収を支えたのはもっぱら福建 ・江西特産の煙草や柏油(は ぜ蝋)で あったことなど
を明らかに した。第4章 では同 じく杭州に設けられた、工関に属する南新関の機構をとお して、銭
塘江水系の商品流通 についての知見を補足 した。 とくに、従来、全 く考察の対象 とならなかった工
関(前 述の三関は戸部 に属する)の 制度的解明を試みたことは注目されるが、該関の主要課税対象
が木材であり、それをめ ぐって徽州商人の活動があった事実を指摘 した。第5章 は民国初期におけ
る銭塘江水系の商品流通を附帯的に論 じ、鉄道開設以後 も水運主体の流通体系は健在であり、基本
的形態は清代 と大差なかったと述べている。また、一部、上海か らもたらされる新商品二紙巻 き煙
草や灯火用石油などが加わり、生活様式の変化をうかがわせるとした。第6章 は南北間交通の一線
であった沿岸航路 による商品流通の実態を、雍正期における福建 ・天津問を中心に考察 している。
この時期、海運業はおおいに発展 し、福建商人は一種の合資制である 「合股制」を採用 し、福建を





付与 されたこと、いいかえれば、関の存在は流通面に対 して も、生産面にっいても、発展の阻害要
因となったこと、関税負担 の回避 ・軽減には公権力 との結託が不可欠であり、特権的商人 と帝室 ・
高官 との癒着が必然的であったことなどが指摘され、常関制度の存在自体が、社会の近代化にとっ
て、阻害要因の1っ であったと結論するにいたっている。
本論文の要 旨はか くの如 くであるが、未開拓の分野にふみこみ、先駆者の避けえない困難を克服
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しっっ、30年 にわたって積みかさねられた研鎭の集大成であり、その努力 と精励は高 く評価すべき
である。 とくに、たんなる制度史的研究にとどまらず、広 く政治的 ・経済的側面にも目をむける姿
勢は、その成果を一層価値あるものたらしめたと認められる。資料の蒐集 ・読解 ・分析についても
異をとなえる点 はなく、論旨も首尾一貫 して妥当である。関連の資料 はなお公刊されっっあり、そ
れらをふまえた新 しい知見を求めて、今後の精進が期待 されることを、 とくに附記 しておきたい。
以上審査するところにより、本論文は、博士(文 学)の 学位論文 として、十分な価値を有するも
のと認められる。
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